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豊中地区研究交流会の 10 年： 
分野を超えた知の交流の軌跡 
 
＜研究交流の発⾜と発展＞ 

2013 年 10 ⽉、⼤阪⼤学未来研究イニシアティブ⽀援事業※1（未来研究イニシアティブ）キックオフ
講演会での出会いが、豊中地区研究交流会の 10 年にわたる歩みの始まりでした。理学研究科の豊⽥岐
聡（とよだみちさと）教授と、法学研究科の故 ⽥中仁（たなかひとし）教授（当時）は、中国の環境問
題という共通の関⼼事項を発⾒し、研究交流が始まりました。 

この出会いを契機に、両教授の⽂理融合の取り組みは加速します。翌 2014 年 3 ⽉に開催された未来
研究イニシアティブ報告会での⽥中教授の発表をきっかけに、豊⽥教授は⾃らの中国における PM2.5 測
定研究との連携を提案。これが共同セミナー開催へと発展し、同年 10 ⽉には、⼤阪⼤学豊中キャンパ
スにて「東アジア“⽣命健康圏”構築に向けて：⼤気汚染と健康問題を考える⽇中国際会議」が開催され
ました。「21 世紀課題群と中国※2」と「MULTUM で切り拓くオンサイトマススペクトロメトリー※3」の
共催によるこの会議は、PM2.5 をはじめとする⼤気汚染問題について、⽇中の研究者が専⾨分野や国境
を越えて議論する場となり、豊⽥教授もディスカッサントとして貢献しました。この国際会議以降も、
いくつかの研究セミナーを通じて両教授の交流は継続しました。ここに、2015 年、法学研究科の北村亘
（きたむらわたる）教授が加わり、研究交流の輪が広がり始めました。 

 
＜「まちかね CAFÉ」の設⽴と「豊中地区研究交流会」＞ 

⽂理融合のためには、まずは「お互いを知る場」が必要であるという考えのもと、2016 年 9 ⽉に「ま
ちかね CAFÉ※4」が誕⽣しました。当初は⽉ 1回、後に隔⽉開催となり、⽂理それぞれの研究者が発表
を⾏う形式で、互いの理解を深めることに重点が置かれました。この「成果よりも相互理解」という精
神は、後の研究交流会設⽴の礎となりました。 
そして、これらの活動の発展形として、2016 年 12 ⽉ 20 ⽇、⼤阪⼤学会館にて第 1回豊中地区研究

交流会が開催されました。社会課題の総合的な解決には、産学官連携、そして分野を超えた協⼒が不可
⽋です。その第⼀歩として、豊中キャンパス内の研究者が、⽂理の垣根を越えて互いの研究を知り、交
流する場を創設するという理念が掲げられました。豊中地区研究交流会はその後も毎年開催され、参加
部局の広がりとともに、知の交流の場として発展し続けています。 

（理学研究科教授 ⽔⾕泰久） 
 
 
※1  本学の未来戦略を推進するために創設された⽀援事業。⼤阪⼤学ならではの基礎研究を強化するとともに、

国家的課題の解決につながる新たな研究分野を創出することを⽬的とする。2013 年 9 ⽉に 11 事業を選定。 
 https://www.osaka-u.ac.jp/ja/news/topics/2013/09/20130919_01 

※2, 3 未来研究イニシアティブ⽀援事業における⽥中教授と豊⽥教授の研究グループ名。 

※4  まちかね CAFÉ。 
https://mass.phys.sci.osaka-u.ac.jp/machicafe.html  

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/news/topics/2013/09/20130919_01
https://mass.phys.sci.osaka-u.ac.jp/machicafe.html
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＜年表＞ 
2013 年 10 ⽉ 未来研究イニシアティブ⽀援事業キックオフ講演会 

理学研究科の豊⽥岐聡教授と法学研究科の故 ⽥中仁教授(当時)の出会い 
2014 年３⽉ 未来研究イニシアティブ報告会 
  中国の PM2.5 というキーワードで両教授の研究交流開始 
2014 年 10 ⽉ 東アジア“⽣命健康圏”構築に向けて：⼤気汚染と健康問題を考える⽇中国際会議 

両教授のプロジェクトによる共催（豊中キャンパスにて） 
〜その後も、法学研究科がホストの OUFC セミナー※5 などを通じて交流〜 
2016 年９⽉ 「まちかね CAFÉ」の誕⽣ 
  ⽂理融合の対話空間・成果よりも相互理解を重視 
2016 年 12 ⽉ 第 1 回「豊中地区研究交流会」の開催 

豊中地区にある⽂系部局と理系部局の分野横断的な協⼒や、基礎研究重視の産学共
創を⽬指す交流の場 

2017年 8⽉ 豊中地区研究交流会委員会の発⾜ 
2018年１⽉ 第 2回豊中地区研究交流会の開催 
2018年 12 ⽉ 第 3回豊中地区研究交流会の開催 
2019 年 12 ⽉ 第 4回豊中地区研究交流会の開催 
2020 年 12 ⽉ 第 5回豊中地区研究交流会の開催 
2021 年 12 ⽉ 第 6回豊中地区研究交流会の開催 
2022 年 11 ⽉ 第 7回豊中地区研究交流会の開催 
  令和 4 年度⼤阪⼤学賞受賞※6 

「部局 URA の連携による⼤阪⼤学豊中地区研究交流会の企画運営と異分野交流⽀援」 
2023 年 12 ⽉ 第 8回豊中地区研究交流会の開催 
2024 年 11 ⽉ 第 9回豊中地区研究交流会の開催 
2025 年 12 ⽉ 第 10 回豊中地区研究交流会の開催 
 
 
※5  Osaka University Forum on China（⼤阪⼤学中国⽂化フォーラム）の略。 

https://www.law.osaka-u.ac.jp/c-forum/ 

※6  本学の⼤学運営、教育および研究上において、顕著な貢献をした者に対し、その功績を讃えて表彰するもの。 
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/aboutuosaka/honors/campus-award/ouprize/ouprize_r4 

  

https://www.law.osaka-u.ac.jp/c-forum/
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/aboutuosaka/honors/campus-award/ouprize/ouprize_r4
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10 周年記念インタビュー＜第 1 部＞ 
豊中地区研究交流会 誕⽣の経緯 
※豊⽥岐聡教授（理学研究科）と北村亘教授（法学研究科）の対談をまとめた記事 
https://www.sci.osaka-u.ac.jp/ja/event/16057 
 
10 周年記念インタビュー＜第 2 部＞ 
豊中地区研究交流会の現在、そして未来 
※理学研究科の豊⽥岐聡教授と⽔⾕泰久教授、法学研究科の北村亘教授および基礎⼯学

研究科の浜屋宏平教授による座談会をまとめた記事 
https://www.sci.osaka-u.ac.jp/ja/event/16058 
 
第 9 回までの開催レポート 
第 1回（2016 年 12 ⽉ 20 ⽇開催） 
https://www.ura.osaka-u.ac.jp/uramagazine/vol_040.html#04 

第 2回（2018年 1 ⽉ 10 ⽇開催） 
https://www.ura.osaka-u.ac.jp/uramagazine/vol_052.html#01 

第３回（2018年 12 ⽉ 18⽇開催） 
https://www.ura.osaka-u.ac.jp/uramagazine/vol_059.html#02 

第 4回（2019 年 12 ⽉ 17⽇開催） 
https://www.ura.osaka-u.ac.jp/uramagazine/vol_065.html#03 

第 5回（2020 年 12 ⽉ 17⽇開催） 
https://www.ura.osaka-u.ac.jp/uramagazine/vol_071.html#03 

第 6回（2021 年 12 ⽉ 21 ⽇開催） 
https://www.ura.osaka-u.ac.jp/uramagazine/vol_075.html - 01 

第 7回（2022 年 11 ⽉ 4 ⽇開催） 
https://www.ura.osaka-u.ac.jp/uramagazine/vol_077.html#06 

第 8回（2023 年 12 ⽉ 8⽇開催） 
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/news/topics/2023/12/20001 

第 9回（2024 年 11 ⽉ 22 ⽇開催） 
https://www.law.osaka-u.ac.jp/wp-
content/uploads/2024/12/news_20241210_toyonaka_kenkyu.pdf 

 
本記事の掲載場所 
https://www.sci.osaka-u.ac.jp/ja/event/16056 
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